













を目的として平成 10 年 4 月に設立されました。センター活動の場として、平成
1 2 年 2 月に本館、平成 1 3 年 1 1 月に未来情報産業研究館、平成 1 4 年 3 月
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ART003 号の製作とその浮上走行試験により構成されている。平成 22 年度後半に予定さ








































































































































































1. 民間企業への技術移転進捗 I (優れている点)














評価: 他に優れる / 色(三党三
2. 発明、特許権その他の知的 I (優れている点)











評価 o他に優れる / 他に劣る

















評価 o他に優れる / 他に劣る
(優れている点)









評価 o他に優れる / 他に劣る
総括 I I (優れている点)













































評価 o他に優れる / 他に劣る
E. プロジェクトの開発研究計画に照らした開発研究の進捗状況に係る評価等















評価 o他に優れる / 他に劣る




























評価 o他に優れる / 他に劣る
(優れている点)














































許に結びついた研究成果はなかったものの、特許申請 7 件、商品化 7 件と十分な成果を社会に































































































































4 年間で博士取得者が 1 名というのはプロジェクトのポテ
ンシャルに比べて少し少ないように思われる。
(改善のポイント)












































































































































総括 1 I (優れている点)
上記 1. -3. までの評価に基|現実には、製品製造としての実績は未確定だが、一般的に素材













1. 優れた研究成果を挙げ かつ、「新産業分野創出J に結び
付く評価を挙げている。
E プロジェクトの研究費の実績





































































































































2. 発明、特許権その他の知的 1 (優れている点)























































総括 1 I (優れている点)















































































































































































































































































総括 II I (優れている点)







































評価: 他に優れる / 他に劣る
総括m I (優れている点)






























































平成 2 2 年度東北大学未来科学技術共同研究センター
(NICHe) 研究プロジェクト評価委員会実施要項
1 日時 平成 2 2 年 1 1 月 2 9 日(月)午後 1 時から
2 場所 東北大学東京分室
東京都千代田区丸の内 1 丁目 7 番 1 2 号 サピアタワー 1 0 階





























平成 2 2 年度東北大学未来科学技術共同研究センター
研究プロジェクト評価委員会委員名簿
(任期:平成 2 2 年 1 0 月 1 日~平成 2 3 年 3 月 3 1 日)
村信吾 独立行政法人産業技術総合研究所理事
具嶋 弘 独立行政法人医薬基盤研究所顧問





































時 間 次 第 等 備考
13:00-13:01 (1) 開会及びセンター長挨拶






ーーー目 阿部 -・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ 刷圃圃・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・M・ ・・・・ ・・・・ -・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ - - - -
① 
13:25-13:35 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)
-・・・ ・・・・ 圃幽・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・圃・ - - ーー四ー (最終 :5年目) -・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・岡田 ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・田・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ - - - -・・・ ・・・・ ・・・・ .田・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・
13:35 -1 3:40 (5) 討議(委員)
13:40-13:45 (5) (発表準備)
13:45-13:55 (10) 発表(リーダー)
----------トーーーー 市江 -・・・ -------------- 町田・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ーーーーーーーー・
② 13:55 -14:05 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)




ーーーーーーーー由ー ーーーー 河野 ーーーーーー四ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー
③ 14:25-14:35 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)




-・・・ ・・・・ ・・・・ .岡田・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ーーーー 田所 -・・・ ・・・・ ・・・・ ・・圃・ ・田・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・田 ・・・・ ・・・・ ・・・・ 圃--------
④ 15:10-15:20 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)
- - --・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・圃・ - ーーー醐 (最終 :5年目) ーーーーーーーーーー『ーーーーーーーーー・ -圃・圃 ・・同・ ・・・R ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・圃・・ ・・・・
15:20-15:25 (5) 討議(委員)
15:25 -15:30 (5) (発表準備)
15:30-15:40 (10) 発表(リーダー)
---------- ーーーー 阿尻 回目ーーーーーーーーーーーーーーー由ーー・ ーーーーーーーー・
⑤ 15:40-15:50 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)




- .幽岡.. - - - --圃・ -田・ ・・・・ ・・・・ ーーーー 小漬 -・・・ ・・・・ ・・圃闘 ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・回・ .圃開園 ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ -・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・圃- -
⑥ 16:10-16:20 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)
-・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ - - -- 国ーーー (最終 :3年目) -・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ------圃・ ・・岡町 ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・幽・圃 開. -・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・ー - - - -
16:20-16:25 (5) 討議(委員)





第 1 条 この規程は、東北大学未来科学技術共同研究センター(以下「センター」とい
う。)の組織及び運営について定めるものとする。
(目的)





















4 センター長の任期は、 2 年とし、再任を妨げない。
(副センター長)















第 7 条 センターに、その組織、人事、予算その他運営に関する事項を審議するため、
運営専門委員会を置く。
(運営専門委員会の組織)




































第 1 5 条 センターの事務については、国立大学法人東北大学事務組織規程(平成 1 6 
年規 151 号)の定めるところによる。
(雑則)
第 1 6 条 この規程に定めるもののほか、センターの組織及び運営に関し必要な事項は、
センター長が定める。
附則
1 この規程は、平成 1 0 年 4 月 9 日から施行する。
2 この規程の施行後最初に委嘱される専門委員の任期は、第 1 5 条本文の規定にかか
わらず、平成 1 2 年 3 月 3 1 日までとする。
3 東北大学未来科学技術共同研究センター(仮称)設置準備委員会規程{平成 9 年規
第 7 6 号)は、廃止する。
附員Ij (平成 1 0 年 6 月 9 日規第 117 号改正)
1 この規程は、平成 1 0 年 6 月 9 S から施行する。
2 この規程の施行後最初に委嘱される東北アジア研究センターに係る次の各号に掲
げる委員の任期は、東北大学留学生センタ一規程第 1 1 条第 1 項本文の規定及び東北
大学学際科学研究センタ一規程第 1 4 条第 1 項本文の規定にかかわらず、当該各号に
定めるとおりとする。
留学生センター運営委員会委員 平成 1 2 年 3 月 3 1 日まで
二 学際科学研究センター運営委員会委員 平成 1 1 年 3 月 3 1 日まで
附員Ij (平成 1 2 年 3 月 3 1 日規第 5 5 号改正)
この規程は、平成 1 2 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 1 3 年 3 月 3 1 日規第 74 号改正)
この規程は、平成 1 3 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 1 4 年 4 月 1 6 日規第 128 号改正)
この規程は、平成 1 4 年 4 月 1 6 日から施行する。
附則(平成 1 4 年 7 月 1 6 日規第 135 号改正)
この規程は、平成 1 4 年 7 月 1 6 日から施行する。
附員Ij (平成 1 5 年 9 月 1 6 日規第 9 8 号改正)
この規程は、平成 1 5 年 1 0 月 1 日から施行する。
附員Ij (平成 1 6 年 4 月 1 日規第 198 号改正)
この規程は、平成 1 6 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 1 7 年 4 月 1 日規第 8 2 号改正)





附員Ij (平成 1 7 年 1 2 月 2 7 日規第 186 号改正)抄
1 この規程は、平成 1 8 年 1 月 1 日から施行する。
2 この規程施行の際現に第 1 条の規定による廃止前の次の表の中欄に掲げる規程(以
下「廃止前の規程」としづ。)の規定により同表の左欄に掲げる職の任にある者又は
職に併任されるものとして選考された者は、この規程施行の日においてそれぞれ第 2
条から第 1 8 条まで、第 2 0 条、第 2 1 条、第 2 3 条、第 24 条、第 2 6 条から第









附則(平成 1 9 年 4 月 1 日規第 7 1 号改正)








制定平成 1 0 年 4 月 9 日
(趣旨)





第 2 条 研究プロジェクト評価委員会は、東北大学の教員以外の学識経験者による委員
若干人をもって組織する。
(委員長)
第 3 条 研究プロジェクト評価委員会に委員長を置き、委員の互選によって定める。
2 委員長は、会務を総理する。
(委嘱)
第 4 条 第 2 条に掲げる委員は、センター長が委嘱する。
(雑則)




この内規は、平成 1 0 年 4 月 9 日から施行する。
附則(平成 1 2 年 4 月 1 日改正)
この内規は、平成 1 2 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 1 6 年 4 月 1 日改正)
この規則は、平成 1 6 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 1 7 年 4 月 2 6 日改正)
この内規は、平成 1 7 年 4 月 2 6 日から施行する。
- 54 -
東北大学未来科学技術共同研究センター研究プロジェクト評価要項
(平成 1 6 年 4 月 1 日制定)
(趣旨)
第 1 条 この要項は、東北大学未来科学技術共同研究センタ一規程(平成 1 0 年 4 月 9
日規第 46 号)第 1 3 条及び東北大学未来科学技術共同研究センター研究プロジェク




第 2 条 東北大学未来科学技術共同研究センターの設立目的を十分達成するため、開発
研究部等の研究プロジェクト評価は、研究開始後 2 年を経過した開発研究プロジェク
ト(以下「フ。ロジェクト」という。)の開発研究成果の評価を中心に、原則として、










第 4 条 委員の任期は委嘱した日から当該年度の末日までとし、その欠員が生じた場合
の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
2 評価協力者の任期は 1 年以内とする。
3 委員及び評価協力者は再任されることができる。
(秘密を守る義務)





























3 本条第 1 号に規定する自己評価報告書に関する細目は、センター長が定める。
(研究プロジェクト評価結果の運営専門委員会への報告)
第 9 条 センター長は、研究プロジェクト評価結果に意見を附した上で、運営専門委員
会へ報告するものとする。
(研究プロジェクト評価報告書の公開)
第 1 0 条 センター長は、前条による研究フOロジェクト評価結果の報告の後、研究プロ
ジェクト評価報告書を作成し、外部に公表するものとする。
(庶務)
第 1 1 条 研究フOロジェクト評価委員会及び研究フOロジェクト評価に関する庶務は、未
来科学技術共同研究センタ一事務部において処理する。
(雑則)
第 1 2 条 この要項に定めるもののほか、研究プロジェクト評価に関し必要な事項は、
センター長が定める。
附則
この要項は、平成 1 6 年 4 月 1 日から施行する。
氏
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